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学校だより

沃
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よ

く

や
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◆
生
徒
・
保
護
者
の
皆
様
へ

◆
冬
休
み
を
有
意
義
に

師
走
の
候
、
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
学
期
も
今
日
で
終

わ
り
、
明
日
か
ら
翌
年
１
月
５

日
（
日
）
ま
で
の
期
間
は
冬
休

み
と
な
り
ま
す
。
生
徒
に
と
っ

て
の
冬
休
み
は
、
１
年
間
を
振

り
返
り
、
新
年
へ
の
希
望
を
抱

く
良
い
機
会
で
も
あ
り
、
特
に

3
年
生
に
と
っ
て
は
、
進
路
の

決
定
と
そ
の
実
現
に
向
け
て
努

力
す
る
大
切
な
時
期
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
連
続
し
た
休
み

の
中
で
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し
た

り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
家
族
に
お

か
れ
ま
し
て
も
冬
休
み
の
意
義

と
過
ご
し
方
に
つ
い
て
ご
留
意

頂
き
、
健
康
・
安
全
で
充
実
し

た
冬
休
み
が
過
ご
せ
る
よ
う
お

子
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

１
月
６
日
（
月
）
の
３
学
期

始
業
式
に
は
、
新
年
の
決
意
を

新
た
に
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に

お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

◆

冬
休
み
の
意
義

①
一
年
間
を
振
り
返
り
、

新
し
い
年
へ
の
決
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
学
習
計
画
は
、
自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
言
動
で
き
る
よ
う

無
理
の
な
い
よ
う
に
立
て
、
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
年
末
年
始
を
家
族
と
共
に
迎
え
、
新
年
を
祝
い
、
家
族
の

一
員
と
し
て
の
絆
を
深
め
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

科学技術振興機構（JST）と

文部科学省が連携した「アント

レプレナーシップ推進大使派遣

事業」を活用し、キャリア教育

の一環として12月13日（金）に

教育講演会を行いました。

自ら社会課題を見つけ、課題

解決にチャレンジし、他者と協

働しながら解決策を探求したり

することができる知識・能力・

態度を身に付けるためのノウハ

ウを知ることができた貴重の時

間となりました。

教育講演会「これからの社会に求められる力」
講師：株式会社ユーグレナ

代表取締役社長 出雲 充 様

日 曜 Ｒ７年　１月　行事予定

1 水 元旦

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月
・３学期始業式(※給食なし）

・新春書き初め大会

7 火

8 水

9 木

10 金 ・健康安全講話

11 土

12 日

13 月 ・成人の日

14 火 ・授業参観日

15 水 ・生徒会活動日

16 木

17 金 ・英検③

18 土 ・おきなわ地域教育の日

19 日 ・家庭の日

20 月

21 火

22 水 ・生徒会活動日

23 木

24 金

25 土 ・町学力向上推進実践発表会

26 日

27 月 ・中３進路面談①

28 火 ・中３進路面談②

29 水 ・漢検③ ・旧正月

30 木

31 金
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日 曜 Ｒ７年　３月　行事予定

1 土

2 日

3 月

4 火 ・県立高校入試①

5 水 ・県立高校入試②

6 木 ・３年生を送る会・卒業式会場設営

7 金 ・卒業式リハ　・卒業式会場設営

8 土 ・卒業式

9 日

10 月 ・振替休日

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土 ・おきなわ地域教育の日

16 日 ・家庭の日

17 月

18 火 ・県立高校合格発表

19 水 ・上原小卒業式

20 木 ・春分の日

21 金 ・修了式　・離任式

22 土 ・春休み～4/6

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

特別養護
老人ホーム

今
年
度
、
三
大
行
事
の

一
環
と
し
て
12
月
15
日

（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ

る
「
マ
ヤ
グ
ス
ク
の
滝
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

総
勢
73
名
と
い
う
大
勢

の
参
加
で
賑
や
か
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

果
て
し
な
く
続
く
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
道
を
進
ん
で
い

く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、

生
徒
も
大
人
も
大
興
奮
！

雄
大
な
マ
ヤ
グ
ス
ク
の
滝

に
辿
り
着
い
た
と
き
の
感

動
は
言
葉
で
は
言
い
表
せ

ま
せ
ん
。

普
段
な
か
な
か
味
わ
え

な
い
大
自
然
の
中
で
、
家

族
や
友
達
と
過
ご
す
時
間

は
、
参
加
者
全
員
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。今

回
の
企
画
・
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
19
日
（
木
）
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
風
見

苑
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
窓
ガ
ラ
ス
を
ピ
カ
ピ

カ
に
磨
き
上
げ
た
り
、
伸

び
放
題
だ
っ
た
草
を
刈
っ

た
り
と
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
施
設
を
き
れ
い

に
し
て
い
く
中
で
、
利
用

者
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く

新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

年
に
一
度
の
貴
重
な
体

験
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
大
切
さ
や
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
の
役
割

を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
、
高
齢
者
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
、
思
い
や
り
の
心
を
育

む
と
と
も
に
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
実
感
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
、
生
徒
た
ち
が
積
極

的
に
社
会
に
関
わ
り
、
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

本年も大変お世話になりました。 来年もよろしくお願いします♪

本
年
も
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
お

か
げ
で
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
共
に
歩
ん
で
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
様
の
健
康
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日 曜 Ｒ７年　２月　行事予定

1 土

2 日

3 月 ・県立学校願書受付～４日

4 火

5 水 ・校長講話⑧

6 木 ・新入生オリエンテーション

7 金 ・学校評議委員会②

8 土 ・やまねこマラソン

9 日

10 月

11 火 ・建国記念の日

12 水 ・授業参観日・生徒会活動日

13 木 ・十六日祭

14 金 ・県学力到達度調査　・数研③

15 土 ・おきなわ地域教育の日

16 日 ・家庭の日

17 月 ・教育相談旬間～26日

18 火 ・PTA総会②

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日 ・天皇誕生日

24 月 ・振替休日

25 火

26 水 ・生徒会活動日

27 木

28 金


